
３ 漁業信用保険勘定
（１）漁業保証保険業務

（単位：百万円）
金 額 金 額

（資産の部） （負債の部）
Ⅰ 流動資産 Ⅰ 流動負債

現金及び預金 7,543 引当金
有価証券 2,831 賞与引当金 14 
未収金 544 政府事業交付金 10,487 
その他の流動資産 78 支払備金 307 

10,996 その他の流動負債 4 
10,813 

Ⅱ 固定資産 Ⅱ 固定負債
１ 有形固定資産 引当金

建物 5 退職給付引当金 307 
減価償却累計額 △3 責任準備金 2,814 

13 3,121 
減価償却累計額 △4 13,934 

有形固定資産合計 11 （純資産の部）
Ⅰ 資本金

２ 無形固定資産 8 政府出資金 26,852 
民間出資金 1,091 

３ 投資その他の資産 27,944 
投資有価証券 34,624 Ⅱ 資本剰余金
敷金・保証金 4 特別出えん金 290 

34,628 290 
Ⅲ 利益剰余金

34,647 3,523 
当期未処理損失 47 
（うち当期総損失） (47)

3,476 
31,709 

45,643 45,643 

（単位：百万円）
金 額 金 額

経常費用 経常収益
事業費 事業収入

保険事業費 保険事業収入
保険金 1,639 保険料収入 1,010 
保険料払戻金 27 回収金収入 937 
回収奨励金 14 違約金収入 8 
支払備金繰入 49 22 
責任準備金繰入 1,270 政府事業交付金収入 606 
事業費合計 3,000 事業収入合計 2,584 

一般管理費 財務収益
人件費 173 受取利息 0 
直接業務費 13 有価証券利息 479 
管理業務費 35 財務収益合計 479 
賞与引当金繰入 14 
退職給付引当金繰入 16 
減価償却費 4 
一般管理費合計 255 

経常費用合計 3,255 経常収益合計 3,063 
経常損失 193 

臨時損失
固定資産除却損 0 
臨時損失合計 0 

当期純損失 193 
146 

当期総損失 47 

固定負債合計

利益剰余金合計
純資産合計

貸 借 対 照 表
（平成26年3月31日現在）

科 目 科 目

その他の有形固定資産

流動負債合計

資本金合計

固定資産合計 前中期目標期間繰越積立金

流動資産合計

負債合計

（自 平成25年4月1日 至 平成26年3月31日）
損 益 計 算 書

資本剰余金合計

助成金見合納付金収入

前中期目標期間繰越積立金取崩額

科 目

投資その他の資産合計

資産合計 負債純資産合計

科 目

１．貸借対照表

（１）平成２５年度末における資産総額は４５６億４３百万円（２６億５百万円増）であ
る。

主な内訳は、有価証券及び投資有価証券３７４億５５百万円（４２億３１百万円
減）、現金及び預金７５億４３百万円（７０億４６百万円増）、未収金５億４４百万
円（２億１６百万円減）である。

（２）負債総額は１３９億３４百万円（２８億４百万円増）である。
主な内訳は、政府事業交付金１０４億８７百万円（１４億７４百万円増）、支払備

金３億７百万円（４９百万円増）、責任準備金２８億１４百万円（１２億７０百万円
増）である。

（３）純資産総額は３１７億９百万円（２億円減）である。
主な内訳は、政府及び漁業信用基金協会からの出資金２７９億４４百万円（増減な

し）、利益剰余金３４億７６百万円（２億７百万円減）である。

２．損益計算書

（１）平成２５年度の経常費用は３２億５５百万円（１０億８０百万円増）、経常収益は
３０億６３百万円（７億７３百万円減）で、これに臨時損失及び前中期目標期間繰越
積立金取崩額を加味した結果、当期総損失は４７百万円となり、前年度の１６億６０
百万円の利益から損失に転じた。

なお、漁業信用保険勘定としては、この業務の当期総損失は漁業融資保険業務及び
漁業融資業務の当期総利益と相殺されるため、損益がゼロとなる。

（２）この主たる要因は、
・ 費用においては、本年度の保険金支払額は、東日本大震災に起因する保険金の支

払いがなかったことから、１６億３９百万円（２億１１百万円減）となったものの、
責任準備金が前年度３億３９百万円の戻入であったのに対し、本年度は１２億７０
百万円の繰入、支払備金が前年度４億３４百万円の戻入であったのに対し、本年度
は４９百万円の繰入となったこと

・ 収益においては、回収金収入が９億３７百万円（１億７７百万円増）となったも
のの、保険料収入が１０億１０百万円（２５百万円減）、政府事業交付金収入が６
億６百万円（２億１６百万円減）となったこと

等による。



（２）漁業融資保険業務

（単位：百万円）
金 額 金 額

（資産の部） （負債の部）
Ⅰ 流動資産 Ⅰ 流動負債

現金及び預金 141 引当金
有価証券 7 賞与引当金 1 
その他の流動資産 3 その他の流動負債 0 

150 1 
Ⅱ 固定負債

Ⅱ 固定資産 引当金
１ 有形固定資産 退職給付引当金 9 

建物 0 責任準備金 1 
減価償却累計額 △0 9 

0 10 
減価償却累計額 △0 （純資産の部）

有形固定資産合計 0 Ⅰ 資本金
政府出資金 160 

２ 無形固定資産 0 民間出資金 20 
180 

３ 投資その他の資産 Ⅱ 資本剰余金
投資有価証券 80 特別出えん金 － 
敷金・保証金 0 － 

80 Ⅲ 利益剰余金
30 

80 当期未処分利益 10 
（うち当期総利益） (10)

40 
220 

230 230 

（単位：百万円）
金 額 金 額

経常費用 経常収益
事業費 事業収入

保険事業費 保険事業収入
保険料払戻 0 保険料収入 0 
事業費合計 0 責任準備金戻入 1 

一般管理費 事業収入合計 2 
人件費 6 財務収益
直接業務費 1 受取利息 0 
管理業務費 1 有価証券利息 18 
賞与引当金繰入 1 財務収益合計 18 
退職給付引当金繰入 1 
減価償却費 0 
一般管理費合計 9 

経常費用合計 10 20 
経常利益 10 
当期純利益 10 
当期総利益 10 

その他の有形固定資産
固定負債合計

資産合計 負債純資産合計

科 目科 目

貸 借 対 照 表
（平成26年3月31日現在）

科 目 科 目

流動資産合計 流動負債合計

負債合計

利益剰余金合計
純資産合計

資本金合計

資本剰余金合計

固定資産合計
前中期目標期間繰越積立金

経常収益合計

（自 平成25年4月1日 至 平成26年3月31日）
損 益 計 算 書

投資その他の資産合計

１．貸借対照表

（１）平成２５年度末における資産総額は２億３０百万円（９百万円増）である。
主な内訳は、現金及び預金１億４１百万円（１億２８百万円増）、有価証券７百万

円（６６百万円減）、投資有価証券８０百万円（５４百万円減）である。

（２）負債総額は１０百万円（１百万円減）である。
主な内訳は、退職給付引当金９百万円（０．３百万円増）である。

（３）純資産総額は２億２０百円（１０百万円増）である。
主な内訳は、政府及び農林中央金庫からの出資金１億８０百万円（増減なし）、利

益剰余金４０百万円（１０百万円増）である。

２．損益計算書

（１）平成２５年度の経常費用は１０百万円（３百万円増）、経常収益は２０百万円（９
百万円増）で、この結果、当期総利益が１０百万円（６百万円増）となった。

（２）この主たる要因は、一般管理費が９百万円（３百万円増）となったものの、有価証
券利息が１８百万円（９百万円増）となったこと等による。



（３）漁業融資業務

（単位：百万円）
金 額 金 額

（資産の部） （負債の部）
Ⅰ 流動資産 Ⅰ 流動負債

現金及び預金 656 引当金
有価証券 163 賞与引当金 2 
短期貸付金 16,039 その他の流動負債 1 
その他の流動資産 14 3 

16,871 Ⅱ 固定負債
引当金

Ⅱ 固定資産 退職給付引当金 85 
１ 有形固定資産 85 

建物 1 88 
減価償却累計額 △1 （純資産の部）

1 Ⅰ 資本金
減価償却累計額 △1 政府出資金 28,532 

有形固定資産合計 1 民間出資金 1,660 
30,192 

２ 無形固定資産 1 Ⅱ 資本剰余金
特別出えん金 － 

３ 投資その他の資産 － 
投資有価証券 1,991 Ⅲ 利益剰余金
長期貸付金 11,970 518 
敷金・保証金 1 当期未処分利益 36 

13,962 （うち当期総利益） (36)
554 

13,964 
30,747 

30,835 30,835 

（単位：百万円）
金 額 金 額

経常費用 経常収益
一般管理費 事業収入

人件費 29 貸付事業収入
直接業務費 4 貸付金利息 4 
管理業務費 6 事業収入合計 4 
賞与引当金繰入 2 財務収益
退職給付引当金繰入 3 受取利息 0 
減価償却費 0 有価証券利息 77 
一般管理費合計 44 財務収益合計 77 

経常費用合計 44 81 
経常利益 36 
当期純利益 36 
当期総利益 36 

その他の有形固定資産

科 目

資本金合計

資本剰余金合計

経常収益合計

貸 借 対 照 表
（平成26年3月31日現在）

流動資産合計
流動負債合計

科 目 科 目

科 目

前中期目標期間繰越積立金

損 益 計 算 書
（自 平成25年4月1日 至 平成26年3月31日）

利益剰余金合計
固定資産合計

純資産合計
資産合計 負債純資産合計

固定負債合計
負債合計

投資その他の資産合計

１．貸借対照表

（１）平成２５年度末における資産総額は３０８億３５百万円（３４百円増）である。
主な内訳は、漁業信用基金協会に対する貸付金（短期及び長期）２８０億９百万円

（２億４３百万円増）、有価証券及び投資有価証券２１億５４百万円（７億４８百万
円減）、現金及び預金６億５６百万円（５億４４百万円増）である。

（２）負債総額は８８百万円（１百万円増）である。
主な内訳は、退職給付引当金８５百万円（１百万円増）である。

（３）純資産総額は３０７億４７百万円（３３百万円増）である。
主な内訳は、政府及び農林中央金庫等からの出資金３０１億９２百万円（増減な

し）、利益剰余金５億５４百万円（３３百万円増）である。

２．損益計算書

（１）平成２５年度の経常費用は４４百万円（１４百万円減）、経常収益は８１百万円（２
５百万円減）で、この結果、当期総利益が３６百万円（１１百万円減）となった。

（２）この主たる要因は、一般管理費が４４百万円（１４百万円減）となったものの、貸
付金利息４百万円（１百万円減）、財務収益が７７百万円（２４百万円減）となった
こと等による。


